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科目名 
 

図書館特論 

対象学科・学年 
  文学部全学科3回生  
 教育教福3回生  
 人間人社3回生  
  
  

担当者 
 

塩見 昇 

授業テーマ 
 「図書館の自由」の原理と展開 
授業の概要と目標 
 図書館司書の資格取得を想定した科目を超えて、さらに図書館についての学習を広げ、将来の図書館とのかかわりを深めたい

と考える人を主たる対象とするこの科目では、本年度は「図書館の自由」を取り上げ、その原理とさまざまな事象を通じてのそ

の深化、展開を考察することにしたい。また、図書館についての学習には図書館現場における実務に即した理解が重要であり、

そうした経験へのつなぎとなる指導にも留意したい。積極的な学生の参加を希望する。 

評価方法 
 普段の授業への参加、授業の中での発表や討論への参加を重視し、最終レポートの成果を合わせて総合的に評価する。 

テキスト 
 授業の中で指示する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
『知る自由の保障と図書館』 

著者 
塩見昇、川崎良孝編著  

出版社 
京都大学図書館情報学

研究会   

授業スケジュール・内容 

 １   この科目へのオリエンテーション 
 ２   図書館と知的自由 １ 
３   図書館と知的自由  ２ 
４   「図書館の自由」ということ 
５   図書館の自由に関する宣言 その成立と進展 １ 

 ６   同                    ２ 
７   同                    ３ 

 ８   同                    ４ 
９   図書館の自由をめぐる現代的課題 １      
10   同               ２        

 11   同               ３   
12   同               ４ 
13   今後の展開 １ 
14   同     ２ 

 15   まとめ 

 


